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要旨 ― 鳥取県岩美町の 7 つの砂浜と鳥取砂丘東端の海岸砂丘でウスバカゲロウ幼虫（アリジゴク）の

分布を調査した。鳥取砂丘でみられる � 種（ハマベウスガカゲロウ，クロコウスバカゲロウ，オオウス

バカゲロウ，コカスリウスバカゲロウ）のうち，岩美町ではハマベウスガカゲロウをのぞく � 種が出現

した。小礫～中礫の礫浜または極粗砂の砂浜である鴨ヶ磯と城原海岸ではいずれの種も確認できなかっ

た。鳥取砂丘と岩美町内の海浜の間に砂浜の粒径には大きな差はなく，岩美町内の砂浜でハマベウスバ

カゲロウがみられない理由は粒径では説明できない。ハマベウスバカゲロウの既知生息地との比較から，

海浜の規模が小さいことと，砂丘の形成が弱いことがハマベウスバカゲロウを欠く理由と推測された。

キーワード ― アリジゴク，ウスバカゲロウ科，ハマベウスガカゲロウ，岩美町，鳥取県

Abstract — We surveyed distribution of antlions (larvae of Myrmeleontidae) in 14 sites from 7 sandy 
beaches in Iwami-cho, easternmost town of Tottori Prefecture and Tottori Sand Dunes. Of the four species 
(Myrmeleon solers, M. bore, Heoclisis japonica, Distoleon contubernalis) known from Tottori Sand Dunes, 
three species excluding a pit-building species M. solers were found to occur in the Iwami-cho. No species 
were found in Kamogaiso Beach and Shirawara Beach that are pebble to cobble or very coarse sandy 
beaches. Absence of M. solers in beaches in Iwami-cho cannot be explained by sand grain size because 
there were no significant differences between Tottori Sand Dunes and beaches in Iwami-cho. Comparison 
with beaches where occurrence of M. solers has been reported and beaches in Iwami-cho suggested short-
er coast lines and lower development of sand dunes behind beaches in Iwami-cho may explain the absence 
of the species in Iwami-cho.
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　鳥取県岩美町には浦富海岸をはじめとして，特徴のある
砂浜が随所に広がっている。このような砂浜には，数種の
海岸性のウスバカゲロウ（幼虫はアリジゴク）が生息す
るが，���0年代までは，鳥取砂丘とその西側に連なる海
浜である程度調査がなされていた（戸田・鶴崎 200�）ほ

かは鳥取県内での生息状況はほとんど未解明であった。
鳥取砂丘にはハマベウスバカゲロウという，日本では他
に新潟県・島根県・福岡県の海浜でしかみられない巣穴
形成型のアリジゴクがみられるが（福本 ��5�; 近藤 ��8�; 
松良 ��8�a, 2000; 鶴崎����, 2002, 2007, 2008; 戸田・鶴崎 
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200�），これが，岩美町内の砂浜に生息しないか，また，
もし生息しないならその理由が何かに興味がもたれる。著
者らが現在所属している鳥取大学地域学部地域環境学科の
前身に当たる教育地域科学部地域科学課程では2000年に岩
美町を対象地域として各種の調査実習をおこなったが，著
者らが参加した自然環境グループでは，そのテーマの一つ
として当地域の海浜におけるアリジゴクの分布を調査し
た。その結果は，一部，鶴崎による本類の一般向け解説記
事や分布図（鶴崎 2007）に反映されているが，個々の確
認記録は内部報告書（鳥取大学教育地域科学部地域科学課
程200�, 平成��年度地域調査実習報告書）には掲載された
ものの，正式には未公表であった。複雑に分断された数々
の海浜をもつ山陰海岸の生物相の特性を把握するうえで，
データの公表は重要なので，ここにそれらを報告すること
とした。この調査ではアリジゴクの生息場所となっている
砂浜数カ所について砂の粒径も分析したので，それらも合
わせて報告する。

図1．岩美町浦富海岸周辺におけるアリジゴク�種の分布.　上は巣穴形成2種，下は巣穴非形成の2種. 国土地理院5万分の�
地形図「浜坂」を使用.
Fig. 1. Distribution of four species of antlions in the San’in Coast, Iwami-cho, Tottori Pref,, Honshu, Japan. Two pit-building spe-
cies (top) and two non-pit-building species (bottom).

方　法

　分布確認に用いたのはウスバカゲロウ類の幼虫のアリジ
ゴクで，その生息の有無は，岩美町内の全域をカバーする
7の砂浜の��地点と鳥取市鳥取砂丘の�地点の合計��地点
（図�）で， 200�年6月5日，7月�日，7月�日に調査した。
アリジゴクの採集には�.5 mmメッシュのザルを用い，目
撃される巣穴とその周辺をすくってアリジゴクを採集し，
同定の正確を期すために80％エタノール固定標本とした。
アリジゴクの同定には松良（��8�a, ��8�b）を用いた。ま
た，ハマベウスバカゲロウの生息地が限定される要因と
して，生息地の砂浜の砂粒のサイズが関係する可能性が
示唆されていたので（本種の生息地の砂粒は細かい：松
良��8�a）。よって，調査地の砂も採取し，粒度分析をおこ
なった。粒度分析には沈降管（settling tube）を用い，粒
径解析にはBaba and Komar (��8�)の式を採用した。
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結果と考察

　採集結果は表�に示されている。岩美町内の砂浜から
は合計�種のアリジゴクの生息が確認された。うち，
巣穴を形成する種はクロコウスバカゲロウMyrmeleon 
bore (Tjeder, ����)のみで，オオウスバカゲロウHeoclisis 
japonica (MacLachlan, �875)とコカスリウスバカゲロウ
Distoleon contubernalis (MacLachlan, �875)の2種は非巣穴
形成種，つまり巣穴を形成しないで砂中に潜っている種で
ある。巣穴の存在が容易に目視で確認できるのに対し，後
2者は砂中の移動跡が砂浜表面に条痕として残っている場
合をのぞき採集は偶然に頼るしかないため，採集個体数が
少ない。鳥取市の鳥取砂丘ではこれら�種に加えてハマベ
ウスバカゲロウMyrmeleon solers Walker, �85�の合計�種が
生息している（戸田・鶴崎 200�）。ハマベウスバカゲロウ
は今回の調査で，鳥取砂丘から岩戸付近まで連続的に生息
することが確認された。
　砂浜の粒径が明白に大きい鴨ヶ磯（この浜はとくに東
側汀線付近は小礫～中礫の浜となる）と城原海岸［中央
粒径は�.�0 mmで，Wentworthの粒度区分（Brown and 
McLachlan 2002, McLachlan and Brown 2006）では極粗砂 
very coarse sand］の2地点ではアリジゴクは発見されず，
砂粒サイズが分布の制限要因の一つであることは確実と
思われた。しかしながら，今回クロコウスバカゲロウの
生息が確認された岩美町の砂浜が，ハマベウスバカゲロ
ウMyrmeleon solers Walker, �85�の生息する鳥取砂丘（当
地のハマベウスガカゲロウの生息地点周辺の中央粒径は

DM( retemaid naidem dna erutceferP irottoT fo trap nretsae ni sehcaeb ydnas suoirav morf detcelloc snemiceps fo rebmuN .1 elbaT  fo )
 .mm ni sniarg dnas

 点地  ytilacoL  長浜砂  付日集採  コロク ベマハ  径粒央中 オオ リスカコ  分区度粒

   hcaeB = B  .(km)L hcaeB etaD )d/m/y(   erob .M srelos .M  silanrebutnoc .D  acinopaj .H 称名 )mm( DM )1  

丘砂取鳥 ）面直に海（   senuD dnaS irottoT  05.3  砂中  04.0 0 0 0 8 9.7.1002
）中（岸海丘砂取鳥   B uykaS  05.3  ̶ ̶ 1 0 0 8 9.7.1002

 岸海戸岩  B odawI  05.3  ̶ ̶ 0 0 6 5 9.7.1002
 岸海谷大  B inatO  03.0  砂細  42.0 0 0 1 0 3.7.1002
 岸海磯ヶ鴨  B osiagomaK  40.0  ̶ ̶ 0 0 0 0 21.5.1002

 岸海原城  30.0  砂粗極  09.1 0 0 0 0 3.7.1002
 ）西（岸海富浦  )W( B emodarU  05.1  砂中  62.0 0 0 0 0 3.7.1002
 ）中（岸海富浦  )elddim( B emodarU  05.1  ̶ ̶ 0 0 8 0 3.7.1002
 ）東（岸海富浦  )E( B emodarU  05.1  ̶ ̶ 1 2 52 0 3.7.1002

 浜井熊  B amahiamuK  11.0  砂中  64.0 0 1 01 0 3.7.1002
 尾羽小  B oynaboK  砂細  02.0 0 2 32 0 3.7.1002 03.0

 ）西（浜東  )W( B amahihsagiH  砂中  82.0 0 0 01 0 3.7.1002 36.1
 ）中（浜東  )elddim( B amahihsagiH  ̶ ̶ 1 2 12 0 3.7.1002 36.1
 ）東（浜東  )E( B amahihsagiH  ̶ ̶ 0 3 62 0 3.7.1002 36.1

)1   dnas eniF = 砂細 ;dnas muideM = 砂中 ;dnas esraoc yreV = 砂粗極：)6002 nworB dna nalhcaLcM( 類分るよに分区度粒のhtrowtneW

Shirawara B

表1．鳥取砂丘から岩美町の各砂浜におけるアリジゴク�種の採集個体数と砂の中央粒径.
Table 1. Number of specimens collected from various sandy beaches in eastern part of Tottori Prefecture and median diam-
eter (MD) of sand grains in mm.

0.�0�-0.�0でWentworthの粒度区分では中砂）と比べ，粒
度にはそれほど違いがなかった（浦富海岸西部，熊井浜，
東浜西部が中砂，大谷海岸，小羽尾海岸では細砂）。した
がって，ハマベウスバカゲロウが岩美町の海岸でみられな
いことについては砂の粒径が原因であるとは考えにくい。
　ハマベウスバカゲロウは鳥取県ではこれまでのところ鳥
取砂丘でしか生息を確認できていない。島根県や福岡県で
は複数の砂浜海岸で確認されているが（島根県ではくにび
き海水浴場，浅利海岸，石見海浜公園の�カ所，福岡県で
は三里松原，波津海岸，海の中道：鶴崎 2008），これらの
砂浜の共通点は，面積はともかく，砂浜が比較的長く連続
していることである（cf. Suzuki et al. 2006）。岩美町の砂
浜は浦富海岸と東浜をのぞくと，どの浜も長さが�00 m以
下と小規模である。また，浦富海岸と東浜は砂丘の発達が
悪い。これらが，岩美町内の海岸にハマベウスバカゲロウ
の生息を欠いている理由かもしれない。
　オオウスバカゲロウとコカスリウスバカゲロウの2種は
非巣穴形成種であるため，今回の短時間の調査では実際に
は生息地であってもそれらの生息が見逃されている可能性
が高い。したがって，それらの生息条件を論じるにはさら
に調査回数を重ねる必要がある。
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